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近
年
社
会
的
問
題
と
な
っ
て

い
る
迪
”
死
を
根
絶
す
る
取
り

組
み
を

驚

す

る
た
０

番

目
根

（仲
田
敏
キ

谷^
３

と
県

内
の
民
間
団
体
が
共
同
じ
一ヽ

「
山
陰
過
労
死
を
考
え
る
家

族
の
ど

を
設
立
す
る
こ
と
に

な
ｑ

″
Ｒ

松
江
市
●
橋
”

員
会
館
で
発
足
式
が
阿
か
れ

一
ヽ

２
０
１
４
年
３
月
の
過
労

死
腋
ド
成
すを
受
け
、
画^

的
に
家
族
の
会
発
足
の
機
犀
が

高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
た
も
の

く

品は
地
域
，
会
発
足
は
，

国
で
撃
Ｈ
点
ち
ヽ

発
足
式
に
は
連
合
勒

根
の
仲
興
言
暴

全
国
過

堕
比
を
考
え
ズ
〓
●
ま
の

■
豊
大子
０々

熙
”

脅

言

県
の
ま
川
真
■
］
■
，
側

部
次
長
・り
が
出
ｍ
¨
前
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に
あ
‘
呟

家
族
９
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夢
務
局
長
ｒ
■

●

イ

前

督

履

の
予

一
普

ん
が

Ｗ
型
２
″
は
あ

っ
て

は
な
り
ず

、
こ
れ
以
上
兄

過
ご
す
わ
け
一に
は
い
か
な

い
。
迪
労
死
の
崎
■
と
，

発
を
防
ぐ
た
め
、
被
嘗
一Ｆ

や
Ｉ
鷺
ア
洒
徳
ｒ
ｙ
，
文
え

あ
い

、
論
輩
静
い
と
ヽ
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ

“^

家

状

の
会

の
代

表

と

な

っ
た
出
筆
中
の
高
木
栄

一■
，
″
ほ

「
７
●
Щ

恵

子
を
屍
，
今
た

原

恩
委
■
力

必
偕

調
査
し
て
社
長
の
暴
力
な

ど
の
■
態
を
知

っ
た
¨
忠

子
が
質
心
し
て
市
十
る
撼
一

距

舷

っ
た
０

ど
ん
な

Ｌ̈
一
か

っ
た
か
と
思
い
、

心
の
働
う
所
，
■
２
留
朴
□

を
Ｆ
ら
な
い
と
い
け
な

い

と
思
い
、
会
を
０
よ
り
Ｌ
げ

た
〓

Ｕ

一
し

み
蕉

つ

人
赤

２

●

、
場

死
円
頌
澪
り

ゝ
音

へ

駆

●

´

？
，
と
な

や

０
つ
に

し
た
い
」
と
抱
負
４

赴
べ

ち
来
贅
と
し
て
あ
い
さ
つ

し
た
鳥
根
労
働
局
の
浅
野

署̈

霧

ま

施
行
を
受
け
、
】卜
Щ
呻
労

働

や
過
刺

労
働

の
削
減

嗜

］
，
授
民

指
導
し
て
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ヽ

さ
ま
●
三
な
対
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を
制
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ヽ

“
色
６
だ
藍

督
Ｆ
導
に
努
め
た
い
」
と

語
′
ち

発
足
式
で
は
、
全
国
過

労
死
を
ア
え
ス
７
●
の
■
四

代
表
が

「
過
労
死
ゼ

ロ
の

■

螢
夕

事

酋

喜

族

の
順
い
」
と
題
し
一Ｓ
話

念
藝
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だ

「
」爺

帯

か

ら
血
”
●
日
ｙ
■
一
四
さ
ん

は
，
ブ
拉
公
桟
■
と
Ｈ
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で

失

っ
た
経
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を
も
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に

「
ｐ
”
死
は
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で
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‥

塚
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爵

否

●
喜
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こ
と
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そ
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上
で
、
全
国
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、
（Ψ
坤
ツ
死
Ｌ
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広
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発
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■
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中
背
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業
ヽ
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点
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任
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